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故石坂巌先生を偲ぶ

鈴木 秀 一

 慶磨義塾大学名誉教授石坂巌先生は2006年12.月28日 、肺炎のため逝去 されま した。享年85歳

で した。お別れ会 と偲ぶ会は2007年2月25日 、新宿区の 日本出版 クラブ会館で行われ、先生の薫

陶を受けた人たちが多数集ま り、先生のご功績 とお人柄 を偲びました。

 先生は1921年3月28日 群馬県高崎市にお生まれにな り、大阪外国語学校 ドイツ語部で 「毎年 ド

イツ語の辞書を買い換 えた」(先 生談)ほ ど ドイツ語に熱中され、その後、慶磨義塾大学経済学部を

卒業後、三菱鉱業非鉄金属工業所に入社 されました。そ して、1948年 に慶癒 義塾大学通信教育部イ

ンス トラクター として三田に戻 られま した。その後1958年 に商学部専任講師 とな られてから1986

年に商学部を定年退職 され るまで、先生は研究 ・教育のみならず商学部長(1977年 ～1979年)お

よび福澤研究セ ンタ0所 長(1983年 ～1986年)と して多方面にわた りご功績 をあげ られま した。

大学院教育では、商学研究科 と社会学研究科 を兼任 され て、 ウェーバー研究お よび経営社会学研究

を通 じて三田の社会学にも多大な影響を残 されま した。先生の大学院の授業に出席 した人は、ウェ

ーバーの原書 『経済 と社会』が電話帳 よりもボロボロになるまで読み こなされているのに驚いたも

ので した。 また、例 えば 『社会学の根本概 念』を読む際、その1つ の概念を 日本企業の組織労務問

題に適用 されて鋭い応用問題を出されるので、受講生は理論 と現実の間を往復 しなければな らない

ことを否応 なしに訓練 されたのも先生の大学院教育の特徴で した。それは価値理念な しの現実は存

在 しない とい うウェーバー的な方法論の教育実践だったと思われます。慶磨義塾大学退職後は常磐

大学で研究 ・教育 ・ア ドミニス トレーションの面で余人をもって代えがたいご功績 を残 されま した。

 先生の輝か しい業績の中ではあま り知 られていない論文ですが、先生は経済学部の学部時代に 「近

代社会の論理 と心理」を文芸評論誌 『白樺』(第5巻2号 、1943年)に 発表 されました。筆者が大

学院生時代 に、先生のご自宅に伺 った際にいただいたコピーを改めて拝読 します と、 この論文はウ

ェーバー と大塚久雄が主でマル クス とデカル トが副の構成 になっていて、近代社会 の明暗の うち

「暗」に焦点を当てているように読めます。近代における 「目的 と手段の転倒」 とい う問題性 を浮

き彫 りに したこの論文で、22歳 の先生がつかみ とられたスタンスが、その後の先生のご研究におい

てさらに展開されま した。それが 「マ ックス ・ウェーバーにおける社会学的精神態度の形成」(『三

田商学研究』創刊号、1958年)で あり、やがて 『経営社会政策論の成立』(有 斐閣、1968年)と し

て集大成 され ることになる思想で した。先生はつねにこの思想的根拠か らみ じんもぶれ ることなく、

経営や哲学や方法論について語 られたと思います。

 先生の思想 には 「人間の自由と自律」 と 「自律 した人間が協力す る」 とい う二つの中心があ りま

した。『知の定点』(木鐸 仕、1984年)で は、先生は前者 を 「人格の尊厳」と呼んでお り、後者を 「ア

ソシエーション」と表現 しています。先生の知的格闘の相手は、近代社会の中で人間の 「人格の尊

厳」を脅かす ものすべてだった と言えます。例えば冷徹な 「鋼鉄の容器」 と化 した企業の大規模組
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織のメカニズムや労務管理手法に対して、先生は容赦なく戦いを挑まれました。ゼミの現場でも、

筆者が大学に職を得てからも続けられた社会人勉強会 「石坂教室」では、先生は弟子たちの研究発

表の中にチラリとでも 「人格の尊厳」の敵を発見すると迫力ある声で批判されたものでした。私も

「それは強者の論理だ」とい う先生の声が昨日のことのようによみがえります。先生は、弱者の立

場から近代社会というもの、そのメカニズムに対して知的格闘を続けておられました。先生は、経

営者のためのツールとなりかねない経営理論を独自の 「経営社会学」を通じて経営者と従業員全員

を含めた、文字通 り 「経営社会」のための理論として構築しようとなさいました。『経営社会学の系

譜』(木鐸社、1975年)に もみられるように、その理論的基礎がマックス ・ウェーバーであったこ

とは言うまでもありません。

 また後に先生は、福澤諭吉の思想に共鳴されましたが、それは商学部での最終講義 「朝鮮と福澤

諭吉」(『文明のエ トス』に所収)や 『文明のエ トス』(河出書房新社、1995年)を みてもわかるよ

うに、22歳 のころ先生がっかみとったまさに 「知の定点」としてのスタンスを維持発展されたから

こその福澤論となっています。

 「福澤の哲学であり、宗教でもあったのは 『文明』の思想であった。彼はこれを内的文明と外的

文明に分けて考えた。前者は個々人の自主、自立そして礼と秩序の社会であり、後者は郵便 ・電信

制度、蒸気機関、鉄道など物的生活面の進歩発展である。この両者をまとめて彼は、物的生活の快

適さの実現と、しかしその物質欲に引き回されない精神的品位の向上を文明の理想的生活像とした」

(『文明のエ トス』、p.89)。

 この引用文から、先生の晩年の知的スタンスが一直線に22歳 の若き日から伸びていることを感 じ

ます。青春時代の先生は 「優秀で性格もよかった友人たちが白い箱に入って帰ってくるのをどうし

ようもない思いで迎えた」(先生談)日 々だったそ うです。個人の自由と人格の尊厳を、これからも

問い続けることこそ先生の学恩に少しでも報いる方法ではあるまいか。先生の薫陶を受ける幸運に

恵まれ、四半世紀の間、公私にわたり先生の学恩を受けてきた弟子として、私は今、先生の経営社

会学の出発点を振 り返 りつつそのように感ずる次第です。

 先生の海よりも深い学恩に感謝しつつ、先生のご冥福をお祈りいたします。

(すずきしゅういち 立教大学経営学部)
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